
焔 本日午後４時から２５１０地区渡邉ガバナー公
式訪問による会長幹事会、午後５時よりクラ
ブ協議会が開催されました。

焔 そらぷちキッズキャンプ支援募金の第１回
目の集計が出ました。８６，４９５円です。皆様の
ご協力に感謝致します。引き続き募金活動を
毎例会行いますので、ご支援願います。

焔 地区補助金による地域貢献事業（交通安全
横断幕作成）の完成と贈呈の予定日が決まり
社会奉仕委員長さんと一緒に関係機関を訪問
する予定です。
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・・おじゃまします ＲＩ２５１０渡邉ガバナー
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・・本日お世話になります 羽幌ＲＣ 工藤会長
・・羽幌ＲＣ３０周年大変ありがとうございます
本日お世話になります 羽幌ＲＣ 實藤会員
・・渡邉ガバナーをお迎えして３クラブ合同例会
多くの皆様のご参加ありがとうございました

対馬会長
・・先日新聞に載りました 次年度青年部会長を
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第１６回 １０月２８日

会員総数………………４３名
出免会員………………０名
出免出席………………０名
出席会員………………０名
出席率………………１００％

第１３回 １０月４日

出席会員………………４３名
メイクアップ…………０名
修正出席率…………１００％



務めます 串橋会員

前 回 ３７０，０００円
今 回 ４１，０００円
累 計 ４１１，０００円

「ガバナー公式訪問＝３クラブ合同夜間例会」

ガバナー挨拶 渡邉 恭久様
本日留萌・小平・羽幌クラブのご好意により
１度に３つのクラブの公式訪問を済ませる事が
出来ました。皆様のご配慮により、これで残り
は７３クラブ中１１クラブであります。
さて、先日の滝川市にて開催された２５１０地区
大会には、元第１グループの仲間として親戚の
ように思っている第１グループの皆さんには多
くの方々のご登録並びに参加を頂き、厚くお礼
申し上げます。地方で行なう地区大会でありま
したので、色々物理的条件とかあるいはイメー
ジも含め、参加が昨年より少ないだろうと覚悟
しておりましたが、お蔭様で１，４８０名の会員の
ご登録をいただきました。更にまた、ＲＩ会長
代理が外国人ではなく、非常に滝川とご縁が深
い盛岡ご出身の田口良一パストガバナーにご出
席いただきました。とてもスムーズに大会が運
営され、さらに且つそらぷちキッズキャンプの
支援が大会で決議され、田口良一パストガバ
ナーＲＩ会長代理ご自身も大変感動され、キッ
ズキャンプにご支援を頂くなど、大変盛り上
がった地区大会を開催する事が出来ました。心
からお礼申し上げます。
今年の１月１８日から２８日まで、ロサンゼルス
の南２００キロの所にサンディアゴという街があ
りますが、そこで国際協議会が開催されました。
外国旅行をする方には有名な所だそうで、白人
が北アメリカ北米に最初に足を踏み入れた所が
この街だったそうです。私はもちろん初めて
だったのですが、とてもきれいなヨットハー
バーがあり、そこにはヨットが何百隻も停泊し
ておりましたが、軍港でもあり何隻か沖に軍艦
が停泊しておりました。非常に広々とした良い

街で、そこでＲＩ会長に予定されていたジョン
ケニー氏が「ロータリーの未来はあなたの手の
中に」と我々の成すべき仕事についてしっかり
と訴えられました。その事につきましてはクラ
ブ活動計画書の１ページに留萌・小平・羽幌ク
ラブとも載っておりましたので、後ほどお読み
いただければと思います。
そのＲＩ会長の考えに基づいて２５１０地区の地
区テーマを「環境、人、子供に目を向けよう」
といたしました。環境については、昨年北海道
の我々の地区内である洞爺湖で、世界の首脳が
集まり環境について討論なされました。その最
も近い所のロータリーとして環境を最初に掲げ
たのは当然でございます。人、子供に目を向け
ようにつきましてはあえて説明する必要はない
と思っていますが、その中で具体的な事業につ
いて４つを掲げました。
第１にそらぷちキッズキャンプ。小児ガンや
難病で病気と戦っている子供たちに、それを支
えていくキャンプに支援しようというものです。
第２は水、保健、飢餓です。世界で苦しんでい
る人たちに対して、それを支援しているＷＣＳ
を支えているクラブを支援しようというもので
す。第３は会員を１名増やそうです。会員増強
というのはロータリーにとって非常に大事な必
須のテーマです。会員減少はロータリーの活力
を失いますし、また財政的にも非常に厳しく
なっていきます。運動の効果も萎えてきますの
で、会員はしっかりクラブも含めて会員維持を
していかなければなりません。来年の６月には
現在の会員数よりプラス１名をお願いします。
そして最後に職業倫理の醸成と職業奉仕の実
践です。まだまだロータリアンとしても職業倫
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理に欠けると、マスコミや第３者から言われる
事がございます。そんな事が無いように私ども
も気を付けながらしっかり自分の職業に対して
取り組んでいかなければならないと思います。
そらぷちキッズキャンプについて少しお話を
させていただきます。先ほど話した田口良一Ｒ
Ｉ会長代理が滝川に来ると決まったのが、ほぼ
１ヶ月前でありました。さっそく盛岡に行きま
して田口ＲＩ会長代理にお会いし、この大会は
こういう形で大会を運営し、かつまたこの大会
でこのテーマについて出来れば決議をしたいと
思っているという話をさせていただきました。
１０月１日午前１０時に千歳に到着されるとのこ
とで、滝川から何名かでお迎えに上がりました
が、田口良一ＲＩ会長代理ご夫妻をお迎えして、
最初に申されたことは、「そらぷちキッズキャ
ンプはどこにあるの？滝川のどの辺にあるの？
もし差し支えなければそこにまっすぐに行って
くれないかい」という言葉でした。私どもは車
の中からすぐにそらぷちキッズキャンプの事務
局長の佐々木さんに電話をかけ、「大切な人が
今そこに行くから、どうかその時間を作って説
明してほしい」と連絡をとりました。まもなく
２時間半位の後に丸加山に到着し、佐々木事務
局長を始め他の人も一緒にお迎えをしてくれま
した。佐々木事務局長より概要が話され、事務
局長はいの一番に９月２３日の我々が本当に気に
していたお父さんとお母さんが来た事を話して
いただきました。
それはちーちゃんと呼んでいた子供の事で、
一昨年の１０月か１１月に小児ガンにかかり、ちー
ちゃんは埼玉県出身ですが、東京の聖路加病院
細谷先生というこのキャンプの中心になってい
る先生の病院に入院したのが始まりです。細谷
先生はこの子供に元気を出してほしいと、「こ
の病院生活も苦しいものでないから、出来れば
来年の夏には北海道の丸加山という所に行って、
グライダーに乗ったり、乗馬をしたり、カヌー
に乗ったりと色々な体験や遊びをしよう。その
時は先生が付いて行くから」と話をしたそうで
す。ちーちゃんはそのキャンプについて分から
なかったのだけど、北海道に連れて行ってあげ

る、飛行機に乗せてあげるという話を聞いて、
いつも両親に色々と聞いていたそうです。昨年
の春ごろにその子供たちのお父さんお母さんを
集めてキャンプの説明会を致しました。お父さ
んお母さんはたった一人の７歳の子供がガンに
かかって、非常に厳しいと言われていたのだろ
うと思います。両親は全財産を叩いてもその子
供に一生涯忘れない、短い生涯を忘れない体験
をさせてやろうと、乗馬の話やカヌーの話をし
たのだろうと思います。初夏の頃になり、急に
ちーちゃんの体調が悪くなって、もちろん８月
に参加する予定の小児ガンの子供達のキャンプ
も欠席いたしました。どれだけちーちゃんがそ
の日を待っていたのかわかります。お父さんも
お母さんもちーちゃんに付いてくる予定でした。
春を待たない今年２月に７歳の人生を終えまし
た。両親の悲しみはそれは言葉に表せない辛さ
だったと思います。お父さんお母さんは葬式に
来られた人の香典を大切に預かりながら、香典
返しはこのキッズキャンプに寄付すると書くの
が精一杯でした。今年の９月までじっと仏壇に
向かって毎日を過ごしたのだと思います。
９月２３日にすでにキャンプは終わっていまし
たが、お父さんお母さんが遺影とちーちゃんの
遺骨を持ってキャンプに参りました。ちーちゃ
んの出来なかったグライダーに乗り、乗馬も遺
影を持って行いました。そして暫くして、キッ
ズキャンプの丘の上に桜を１本植樹して持って
きたちーちゃんの遺骨を散骨したそうです。香
典はもちろんキッズキャンプに寄付したそうで、
これからもご夫妻はボランティアでこのキッズ
キャンプを応援すると言って帰ったそうです。
どんなにか同じ境遇の子供たち、そして遊ぶ
ことの出来ない子供たちが、病室の外から聞こ
えてくる同じ位の年頃の子供の声や喜びや悲し
みの声を聞きながら、自分にはもう人生は無い
と思った矢先に、このキャンプに行けるという
喜び…。このキャンプに参加した子供たちは
キャンプの終わりにはまた来年会おうねと言っ
て帰って行く、この子供達に生きる力を与える
キャンプ…。アジア、日本でたった一つのこの
キャンプを私自身、知ることが出来ました。そ
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こでロータリーとして、ロータリアンとして一
緒に応援しようと皆さんに声をかけた次第です。
ロータリーの奉仕は言われてするものではあ
りませんし、かたまって同じ歩みをするもので
もありません。一人ひとりが考えてする行為だ
と思っています。７から９のメニューを作りま

した。クラブあるいは会員の皆さんたちがご自
身で判断していただいて、どうかこの子供たち
のためにこのキャンプを支援する輪の中に入っ
ていただきたいと思います。時間が来ました。
ご清聴ありがとうございます。

第１５回 １０月２１日（水） 天候/曇


